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海事モードにおけるWeb活用による人材育成
～安全対策ならびに技術継承の観点から～
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今日の流れ

 弊社紹介

 業界特性と弊社安全対策についての取組（一部抜粋）

 船員教育へのWeb活用

 課題とその解決に向けた必要なアプローチ
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弊グループの主な事業概要

海上防災サービス
石油・ｹﾐｶﾙ海上輸送サービス

石油ケミカル製品貯蔵サービス

船舶代理店・通関サービス

太陽光発電システム構築ソリューション

石油・ケミカル陸上輸送サービス

創業 ： 明治2年
（1969年）
従業員数 ： 1,769名

（グループ全体）
グループ業績： 売上高802億円

（2016年度）



© UYENO TRANSTECH LTD.

弊社紹介（弊社ＨＰから）
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弊社内航部門紹介（弊社ＨＰから）
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海上輸送における海上職員教育の主な特性

（物理的特性）
 船舶（事業所/現場）の運航（作業）が主に海上という遠隔地であること

 日常のコミュニケーションは通信媒体を活用したものが主となること

 対面による各種安全活動は荷役中、ドック中等安全担当者による訪船（出
張対応）時に行うこととなり、時間的な制約が生じやすいこと

（人的特性）
 船員世代間の通信機器への操作対応のギャップがあること

 スキルノウハウの習得方法に相違があること

 ヒューマンファクター（特にマンネリ化、権威勾配、経験の優位性、機能低下等）に
関連したリスク評価がしにくいこと
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海運モードでの事故の傾向
（運輸安全委員会データ「海難事故データより」/機器の故障を除く）
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弊社の主な安全活動のイメージ

概念 対応テーマ 行動

日々の健康チェックの強化

人身災害振り返り学習による気づき

乗船監査の強化（マンネリ化防止）

監査での指摘事項ならびに是正策の確認

ベストプラクティス教材の配信

各港別安全マニュアルのデータ化と活用

アルコールチェック体制の確立

復船率の低い船へのフォローアップ

単独当直に対する新たなＢＲＭ教育の実施

荷主参加型キャンペーンの実施

Ｗｅｂ教育システムの活用を深化

船主との安全研修会の開催

船主との合同事故船訓練の実施

訪船キャンペーンを利用した訪船頻度の活性化

完全無事故の達成

不安全行動

不安全環境

への対応

人身災害ゼロ

船舶重大事故ゼロ

荷役事故ゼロ

全般共通

ヒヤリハット活動

ＵＳアカデミーの開催
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安全活動計画（一部抜粋）

 USアカデミーの開催（上野セーフティーアカデミー所属船船主との安全研修会）

 実際に発生した人身災害に直結する危険に沿った実演研修の開催

 船主との合同事故船訓練の実施

 事故を起こした船主・希望される船主へ推奨
 事故訓練等基本マニュアルの紹介

 訪船キャンペーンにより船陸間のコミュニケーション強化
営業部門の積極的な訪船

（2017年度11月・3月に実施、過去トラブル統計12月・4～5月にトラブル件数が多い傾向

キャンペーン実施後件数減少）

2017年11月 USアカデミー
小浜製鋼係船索破断試験

2017年11月 上野TT海難事故対
応訓練船主見学意見交換会

2017年11月 社船高高位液面警報、
カーゴポンプ緊急停止訓練船主見学会
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安全活動計画（一部抜粋）

WEB教育システムの更なる活用
（2017年新乗船者教育209名に実施）
2017年11月より新乗船者の乗船前教育に水平展開事象の熟読テストを追加

 重大事故からの重要是正事項並びに現状の取組みを誰もが検索閲覧できるシ
ステムの作成

 全乗組員の乗船に際しベーシックな安全意識（法令順守）
教育を繰り返し実施可能なWEB教育問題の作成と実施

 トラブル発生船主による再発防止テストの作成と実施

WEBシステム乗船前教育
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船陸間Ｗｅｂシステムの利用イメージ

インターネット

作成した問題を問題蓄積バンクに蓄積し、様々な条件でインターネット経由で試験を実施
し、試験結果の回収及び分析を行う。

結果分析問題登録

社内で実施 自宅等で実施

寄港中やドック中に実施

Supported by

インターネット



© UYENO TRANSTECH LTD.

海運モードにおける安全対策や人材教育上のWeb活用の利点

 予め陸上管理者によって整理された情報を現場にわかりやすく提供できる。

 提供情報の把握度を個人単位、船舶単位で把握できる。

 各船舶毎の運航特性や要員特性を鑑みた分析、対策を講じることができる。

 情報の質/量の均一性と情報提供の確実性が可能となる。

 経験不足の補完や最新の知見を習得しやすくできる。（学び方の変化）

 デジタルネイティブが増えていく中で、Web（ビジュアル化）を通じ安全を特別
なものから、作業/業務の一環でかかわってくるものとの意識を根付かせられ
る。

等々
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現在活用中のWEB教育項目

【実施必須教育】

 全所属船・新乗船者（新雇用者・派遣船員）の乗船前教育
『法令で求められる新乗船教育』・『安全管理規定の条項』・内航タンカー
安全手引き』・『シェルライフセービング』等についてテスト式教育を実施

 全所属船・新乗船者（新雇用者・派遣船員）のHSSEニュース・
速報の乗船前周知

 全所属船乗組員 アルコール飲酒について乗船前教育
（安全管理規定（アルコール規定）・石油基地通達アルコール禁止事項・アルコール

検知の際の注意事項等）

【希望船主実施教育】

 自社教育として活用を希望される船主に対し教育問題を発信
船主が作成された教育問題をシステムに入力し、船主毎に教育問題を発信

【今後の活用について】
• 甲板・機関別船員WEB教育・執職船長へのWEB教育・事故発生船主に

よる発生防止を目的とした教育へと活用拡大
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Webシステム活用による教育実施状況

 全所属船・新乗船者（新雇用者・派遣船員）の乗船前教育

・全ての新規雇用船員を対象に実施

・実施者には弊社から採点表を送付(原則60点以下は再履修)

 全所属船・新乗船者（新雇用者・派遣船員）のHSSEニュース・速報の乗船前周知

・弊社支配下船において発生した重大事故の事例紹介を活用

・過去事例（原因、再発防止等を含む）の水平展開をねらいとしたテストを追加

 全所属船乗組員 アルコール飲酒について乗船前教育

・航海当直者の酒気帯び厳禁とする、乗組員への教育に活用

・弊社運航船に乗船する全ての乗組員に実施中

※ＷＥＢ教育の他に、本年６月中旬より陸上輸送者が実施しているIT点呼における

呼気アルコール検査システムを陸上クラウドと繋ぎ実施している。
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 アクセスｰ教育開始までの手順

① 上野トランステック㈱ホームページよりアクセス。

『http://www.uyeno-group.co.jp/group/uyeno/』

ホームページの画面
（社船写真の下）の
『船員教育システム』
のバーナーをクリッ
ク。

Web船員教育システムについて①

http://www.uyeno-group.co.jp/group/uyeno/』
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 乗船前教育

対 象：新乗船者（新雇用者・派遣船員）
内 容：『法令で求められる新乗船教育』（STCW）

『安全管理規定の条項』・『内航タンカー安全手引き』
『シェルライフセービング』等

制限時間：60分
設 問 数：50問 解答は選択式（2択～4択）

ページ進行・戻りは、画面上部のバーナーにて操作
解らない問題の解答は後回しにすることも事も可能です。

※設問は、教育実施の度設問が都度変更になるよう設定している。
本システムは、登録した問題からアットランダムに自動出題が可能
（カテゴリー別・タブ種別別並びにその割合等も自由に設定が可能）

本教育システムは個人の能力の優越を比較するものではなく若年乗組員や
タンカー乗船経験が少ない乗組員に対し安全運航・荷役に必要な知識、
取扱いの習得と能力の向上を目指すもので、何回でも繰り返し実施可能な
運用を行っている。

Web船員教育システムについて②
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 乗船前教育（教育問題画面）

【音声問題】

動画・音声問題登録も可能

Web船員教育システムについて③
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 乗船前教育（教育終了後正誤確認画面が表示）

確認したい問題をクリック
すると、設問と解説を閲覧
出来る

Web船員教育システムについて④
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 その他の教育問題

対 象：新乗船者（新雇用者・派遣船員）
内 容：上野『HSSE』ニュース

上野『HSSE』速報
の熟読周知教育

制限時間：無し
設 問 数：現在 約15事項

本文の文面より設問を作成、熟読すれば解答出来るよう設定。

対 象：全乗船者
内 容：アルコールに関する禁止事項教育
制限時間：無し
設 問 数：設問 13問

安全管理規定並びに石油基地規定等

Web船員教育システムについて⑤
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Webシステム活用の課題

 マンネリ化の防止

 内容のブラッシュアップと不正解への対応

 リスクマネジメント力の強化へどう結び付けるか

 事故防止対策としての効果検証

 意識と行動（動機付け）改革へと如何に結びつけるか
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個人の能力依存から組織的かつ多様性のある能力開発・活用へ

さらなる船員の高齢化と国内就業人口の減少による採用難

ノウハウ・スキルの継承（専門家の減少）

安全品質として求められる要求レベルの高度化への適応

労働環境整備と労働安全衛生面での支援（特に健康管理）

現場ならびにその指導を行う管理監督者の人材力（リスクマネジメント力）の
後退への歯止めをどうかけるかが課題
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